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【事業所概要】
	法人名
	
池田ライフサポート＆システム株式会社
	事業所名
	
看護小規模多機能わかばイースト

	所在地

	（〒　015－0065　）
由利本荘市荒町字真城42-2


【自己評価の実施概要】
	事業所自己評価
実施日
	西暦　2024年　12月　15日
	従業者等自己評価
実施人数
	　（　13　）人　　　　　　　　※管理者を含む



※ 当該様式は、「事業所自己評価」の結果を整理するとともに、その結果を運営推進会議へ報告するための様式として使用します。また、運営推進会議において得られた主なご意見等は、次ページ以降の「運営推進会議における意見等」の欄にメモします。
■ 前回の改善計画の進捗評価
	項目
	前回の改善計画
	進捗評価

	
	
	自己評価
	運営推進会議における意見等

	Ⅰ．事業運営の評価
（評価項目1～10）
	喀痰吸引等行為を実施するために登録特定行為事業者の登録を行う。
停電時の想定、災害時BCPに沿った避難訓練を実施し有事の際に対応できる。

	6月17日付で登録特定行為事業者の指定を受けている。
災害時BCPに沿った避難訓練を実施できているが、停電時の想定での避難訓練は出来ていない。
	

	Ⅱ．サービス提供等の評価

	１．利用者等の特性・変化に応じた専門的なサービス提供
（評価項目11～27）
	お客様に対しての担当制を活かし、担当社員が中心となり多職種での情報収集、対応策などを見出していくことを目指す。
	お客様の担当職員が率先してご家族様とのコミュニケーションを図り、情報収集し、LINEWORKS(情報共有ツール)を活用してすぐに情報共有することによって臨機応変に対応できている。
	

	
	２．多機関・多職種との連携
（評価項目28～31）
	退院時のカンファレンス、担当者会議等において、介護支援専門員・看護職員にとどまらず該当するお客様の担当についても参加できるように目指す。
運営推進会議について、社員も順番に出席できるように目指す。
	昨年同様、訪問や送迎、施設内業務などで退院時のカンファレンスに余剰に人員を出すことが出来ず、介護支援専門員、看護師、管理者のみの参加となっている。今後は担当職員等が参加できるよう業務の効率化を図っていく。運営推進会議についても同様の状況となっている。
	

	
	３．誰でも安心して暮らせるまちづくりへの参画（評価項目32～41）
	職員の地域包括ケアシステムの理解を深める。
認定特定行為業務従事者認定証の交付を受けた社員育成を目指す。
喀痰吸引等事業者の登録を目指す
	法定研修以外の内部研修ができておらず、職員の地域包括ケアシステムについての理解を深めることができなかった。
認定特定行為業務従事者認定証の交付を受けた社員が2名。安全委員会において評価をしている。今後も育成を継続して行っていく。
6月17日付で登録特定行為事業者の指定を受けている。
	

	Ⅲ．結果評価
（評価項目42～44）
	その時々の状況、意向に応じて臨機応変に目標の設定・サービスの組み換えを行うことで在宅生活の継続を目指す。
	臨機応変に対応することが出来る看護小規模多機能であるから在宅での生活を継続することが出来ている方が多い。
多職種で協同し、情報ツールを駆使し情報の共有を図り迅速な対応ができている。
	


※「進捗評価（運営推進会議における意見等）」には、運営推進会議の場で得られた主なご意見等をメモします。その他の欄は、事業所が記載します

■ 「今回の改善計画（案）」および「運営推進会議における評価」
	項目
	改善計画（案）
	運営推進会議における意見等

	Ⅰ．事業運営の評価
（評価項目1～10）
	1 今後も継続して介護従事者の喀痰吸引資格取得に努める。
2 停電時の想定、災害時BCPに沿った避難訓練を実施し有事の際に対応できる。
	

	Ⅱ．サービス提供等の評価

	１．利用者等の特性・変化に応じた専門的なサービス提供
（評価項目11～27）
	1 お客様に対しての担当制を活かし、担当社員が中心となり多職種での情報収集、対応策などを見出していくことを目指す。
	

	
	２．多機関・多職種との連携
（評価項目28～31）
	1 退院時のカンファレンス、担当者会議等において、介護支援専門員・看護職員にとどまらず該当するお客様の担当についても参加できるように目指す。
2 運営推進会議について、社員も順番に出席できるように目指す。
	

	
	３．誰でも安心して暮らせるまちづくりへの参画（評価項目32～41）
	1 職員の地域包括ケアシステムの理解を深める。
2 認定特定行為業務従事者認定証の交付を受けた社員育成を目指す。
	

	Ⅲ．結果評価
（評価項目42～44）
	その時々の状況、意向に応じて臨機応変に目標の設定・サービスの組み換えを行うことで在宅生活の継続を目指す。
	


※「改善計画（案）」には、事業所としての案を記載します。「運営推進会議における意見等」は、運営推進会議の場で得られた主なご意見等をメモします



■ 評価表 [事業所自己評価]
	番号
	評価項目
	事業所自己評価
	運営推進会議における
意見等

	
	
	よくできて
いる
	おおよそ
できている
	あまりできていない
	全く
できていない
	

	Ⅰ　事業運営の評価　［適切な事業運営］

	（１） 理念等の明確化

	① 看護小規模多機能型居宅介護の特徴を踏まえた理念等の明確化とその実践

	1
	· サービスに求められる「①医療ニーズの高い利用者の在宅生活の継続支援」、「②在宅での看取りの支援」、「③生活機能の維持回復」、「④家族の負担軽減」、「⑤地域包括ケアへの貢献」を含む、独自の理念等を掲げている
	
	〇
	
	
	

	
	
	［具体的な状況・取組内容］
ご本人様・家族様が在宅で安心して過ごして頂けるよう介護と医療ケアと地域と連携している。施設内に理念を掲げ、介護従事者の喀痰吸引資格取得に力を入れている。在宅看護では療養者またはその家族の生活全体を視野に入れて療養生活が継続できるような直接的なケアの提供や療養上のアドバイス、食事、排泄、家族の多様なニーズに対して負担軽減に繋がっている。
	

	2
	· サービスの特徴および事業所の理念等について、職員がその内容を理解し、実践している
	
	〇
	
	
	




	
	· 
	［具体的な状況・取組内容］
看多機のサービスの特徴を踏まえた実践が出来ている。理念が明確化され掲示している。お客様、ご家族様が安心し笑顔で過ごせるようにサポートすること。職員全員が心のこもったサービスを行い、日々努力と研鑽を重ねることを目指している。
	

	（２） 人材の育成

	① 専門技術の向上のための取組

	3
	· 職員との話し合いなどを通じて、各職員の中長期的な育成計画などを作成している
	
	〇
	
	
	




	
	
	［具体的な状況・取組内容］
キャリアアッププランニングがあり周知されている。
新人職員、中途採用に対して定期的に進捗状況や心境、面談等行っている。育成計画に沿って実施出来ている。
	

	4
	· 法人内外の研修を受ける機会を育成計画等に基づいて確保するなど、職員の専門技術の向上のための日常業務以外での機会を確保している
	
	〇
	
	
	






	
	
	［具体的な状況・取組内容］
内部、外部研修へ参加し勉強会の実施や情報共有が行われ、技術や知識の向上に努めている。ただし、勤務時間内に勉強会を全員で行うことが難しく、参加出来ない職員に関しては資料配布している。

	

	② 介護職・看護職間の相互理解を深めるための機会の確保

	5
	· 介護職・看護職・介護支援専門員の間で、職員が相互に情報を共有する機会が、確保されている
	
	〇
	
	
	

	
	
	［具体的な状況・取組内容］
LINEWORKSや文書での回覧で情報共有する機会を確保できている。
ケースカンファレンスについては定期的には開催できていないが、機会の確保に努めている。

	

	（３） 組織体制の構築

	① 運営推進会議で得られた意見等の反映

	6
	· 運営推進会議で得られた要望、助言等を、サービスの提供等に反映させている
	
	〇
	
	
	





	
	
	［具体的な状況・取組内容］
運営推進会議議事録が事務所のファイルに綴じられているが、閲覧している職員は少ない。昨年同様、現場の職員の運営推進会議への参加が課題となっている。
	

	3  職員が安心して働くことができる就業環境の整備

	7
	· 職員が、安心して働くことができる就業環境の整備に努めている
	
	〇
	
	
	


	
	
	［具体的な状況・取組内容］
社内社外研修への参加、ハラスメントへの対応、公休数、有給休暇の取得に関して整備している。残業時間の削減が課題となっている。
	

	（４） 情報提供・共有のための基盤整備

	① 利用者等の状況に係る情報の随時更新・共有のための環境整備

	8
	· 利用者等の情報について、随時更新を行うとともに、必要に応じて職員間で迅速に共有できるよう工夫されている


	
	〇
	
	
	





	
	
	［具体的な状況・取組内容］
情報共有ツールやタブレット等を活用し迅速に情報共有できるよう工夫している。
	

	（５） 安全管理の徹底

	① 各種の事故に対する安全管理

	9
	· サービス提供に係る利用者等および職員の安全確保のため、事業所においてその具体的な対策が講じられている
	
	〇
	
	
	




	
	
	［具体的な状況・取組内容］
ヒヤリハットや事故報告があがったら、職員間で対策を話し合い共有し対策している。効果確認は安全対策委員会で行っている。
具体的な対策はマニュアルや手順書を通して共有できている。
	

	② 災害等の緊急時の体制の構築

	10


	· 災害などの緊急時においても、サービス提供が継続できるよう、職員、利用者、関係機関の間で、具体的な対応方針が共有されている
	
	〇
	

	
	
	［具体的な状況・取組内容］
災害時BCP、災害マニュアル・緊急時連絡先一覧を作成している。消防・避難訓練を行っている。

	

	Ⅱ　サービス提供等の評価

	[bookmark: _Hlk413263516]１．利用者等の特性・変化に応じた専門的なサービス提供

	（１） 利用者等の状況把握及びアセスメントに基づく計画の作成

	1  利用者等の24時間の暮らし全体に着目した、介護・看護両面からの一体的なアセスメントの実施

	11
	· 在宅時の利用者の生活状況や家族等介護者の状況等を含む、利用者等の24時間の暮らし全体に着目したアセスメントが行われている
	
	〇
	
	
	






	
	
	［具体的な状況・取組内容］
アセスメントシートから、24時間の過ごし方がしっかり記載され、また、オンコールで24時間いつでも対応できるようになっている。
	

	12
	· 介護職と看護職がそれぞれの視点から実施したアセスメントの結果が、両職種の間で共有されている
	
	〇
	
	
	





	
	
	［具体的な状況・取組内容］
ケアマネジャーのアセスメントと看護職のアセスメントの結果は共有できている。介護と看護の両面からのアセスメント共有はあまりできていない。
	

	② 利用者等の「尊厳の保持と自己実現の達成」を重視した計画の作成

	13
	· 家族を含む利用者等の考えを把握するとともに、その目標の達成に向けた計画が作成されている
	
	〇
	
	
	



	
	
	［具体的な状況・取組内容］
介護支援専門員による居宅サービス計画書、施設のサービス計画書に本人、ご家族の意向を取り入れた計画作成ができていると思われる。
	

	14
	· 利用者の有する能力を最大限に活かした、「心身の機能の維持回復」「生活機能の維持又は向上」を目指すことを重視した計画が作成されている
	
	〇
	
	
	



	
	
	［具体的な状況・取組内容］
お客様の自立支援を重視した計画作成ができている。心身機能の維持、低下の状況等は常に情報共有している。

	

	③ 利用者の今後の状況変化の予測と、リスク管理を踏まえた計画の作成

	15
	· 利用者の今後の状況変化の予測と、リスク管理を踏まえた計画が作成されている

	
	〇
	
	
	



	
	
	［具体的な状況・取組内容］
病状の変化の予測や転倒、転落等のリスク予想など状態に応じて、介護、看護職の意見を反映されていると思われる。
	

	（２） 利用者等の状況変化への迅速な対応とケアマネジメントの実践

	① 継続したアセスメントを通じた、利用者等の状況変化の早期把握と計画への反映

	16
	· サービス提供を通じた継続的なアセスメントにより、利用者等の状況変化を早期に把握し、計画への適宜反映が行われている
	
	〇
	
	
	

	
	
	［具体的な状況・取組内容］
お客様の状態の変化があった時は、状況を早期把握し、プランの修正をし、サービス提供の内容を変更して実施できている。
	

	② 居宅への訪問を含む、利用者等の暮らし全体に着目したアセスメントの実施と計画への反映

	17
	· 通い・泊まりの利用に過度に偏らないよう、適時適切に利用者宅を訪問することで、家族等を含めた居宅での生活状況の変化を継続的に把握している
	
	〇
	
	
	




	
	
	［具体的な状況・取組内容］
家族構成や家庭環境も加味しながら、通い、泊まりに偏らずに訪問看護、訪問介護を行うことで、在宅での生活状況を把握できている
	

	2  利用者等の状況変化や目標の達成状況等に関する関係多職種との情報共有

	18
	· 利用者等の状況変化や目標の達成状況等について、主治医など、事業所内外を含む関係多職種と情報が共有されている
	
	〇
	
	
	




	
	
	［具体的な状況・取組内容］
毎月評価をした訪問看護報告書を主治医へ、受診時等に主治医への情報提供し相談している。ICTツールを活用し医師や薬剤師など、関係多職種と常に情報共有している。

	

	（３）介護職・看護職の協働による一体的なサービスの提供

	① 介護職と看護職の相互の専門性を生かした柔軟なサービスの提供

	19
	· 介護職と看護職のそれぞれの専門性を最大限に活かしながら、柔軟な役割分担が行われている
	
	〇
	
	
	





	
	
	［具体的な状況・取組内容］
透析や経管栄養摂取の時間から、入浴や排せつ介助などのスムーズなサービス提供が行われており、訪問時や夜間の緊急時も状況に応じて連携しながら対応している。
	

	20
	· 利用者等の状況について、介護職と看護職が互いに情報を共有し対応策を検討するなど、両職種間の連携が行われている
	
	〇
	
	
	




	
	
	［具体的な状況・取組内容］
全体でミーティングやカンファレンスをする時間がないため、個別に看護と介護で対応策を検討し、共有している。
	

	3  看護職から介護職への情報提供および提案

	21
	· 看護職から介護職に対して、疾病予防・病状の予後予測・心身の機能の維持回復などの観点から、情報提供や提案等を行っている
	
	〇
	
	
	






	
	
	［具体的な状況・取組内容］
日々の業務の中で、感染症対策や疾病の予防、病状の予後予測について、情報共有ツールまたは口頭での申し送り、社内研修で提案や情報共有を行っている。
	

	（４）利用者等との情報及び意識の共有

	① 利用者等に対するサービスの趣旨及び特徴等についての情報提供

	22

	· サービスの趣旨および特徴等について、分かりやすく説明し、利用者等の理解を得ている
	
	〇
	
	
	

	
	
	［具体的な状況・取組内容］
サービス提供時は、行えるサービス内容についてその都度説明し理解して頂くように努めている。
	

	② 利用者等への「在宅での療養生活」に係る指導・説明

	23
	· 作成した計画の内容や在宅での療養生活の継続に向けて留意すべき点等について、分かりやすく説明し、利用者等の理解を得ている
	
	〇
	
	
	





	
	
	［具体的な状況・取組内容］
居宅サービス計画書、施設サービス計画書、訪問看護計画書の内容を説明し、同意をいただいている。
	

	24
	· 利用者等が行う医療処置や医療機器の取り扱い方法、家族等が行うケアの提供方法等について、分かりやすく説明し、利用者等の理解を得ている
	
	〇
	　　　　　　　　　　　　　　
	
	


	
	
	［具体的な状況・取組内容］
訪問でのサービスの際にわかりやすい説明を心掛け、手順や手技を一緒に行ない理解を得ている。
	

	③ 重度化した場合や終末期における対応方針の、利用者等との相談と共有

	25
	· 利用者本人（意思の決定・表示ができない場合は家族等）の希望や意向を把握し、サービスの提供に反映している
	
	〇
	
	
	




	
	
	［具体的な状況・取組内容］
最期の時間を病院で過ごしたいのか、自宅で過ごしたいのかの意向を確認できている。

	

	26
	· 在宅生活の継続の可否を検討すべき状況を予め想定し、その際の対応方針等について、利用者等と相談・共有することができている
	
	〇
	
	
	





	
	
	［具体的な状況・取組内容］
お客様の状態の悪化時に在宅生活の継続に関して、お客様とご家族と相談し、決めている。

	

	27
	· 終末期ケアにおいて、利用者等に適切な時期を見計らって、予後および死までの経過を丁寧に説明し、説明した内容や利用者等の意向等を記録として残している
	
	
	
	
	






	
	
	［具体的な状況・取組内容］
現在該当者なし。


	

	２．多機関・多職種との連携

	（１） 病院・施設等との連携による円滑で切れ目のないケアの提供

	① 病院・施設等との連携や情報共有等による、在宅生活への円滑な移行

	28

	· 病院・施設等との連携・情報共有等により、病院・施設等からの、利用者の円滑な在宅生活への移行を支援している
	
	〇
	
	
	

	
	
	［具体的な状況・取組内容］
看護職は、退院前の担当者会議へ参加し、情報共有、退院後の生活に関し不安なことに対しての相談が出来ているが、介護職は退院前のカンファレンスへの参加は少なく、書類などをみて情報を共有している。お客様が入院した際は看護サマリーを病院へ提供している。

	

	② 入院・入所の可能性がある利用者についての、主治医等との対応方針の共有

	29
	· すべての利用者について、緊急時の対応方針等を、主治医等と相談・共有することができている
	
	〇
	
	
	

	
	
	［具体的な状況・取組内容］
訪問看護指示書を主治医よりいただき、緊急時の対応について明記してもらっている。緊急性がある時は主治医へ速やかに連絡をし、相談、指示を仰いでいる。

	

	③ 地域の医療機関等との連携による、急変時・休日夜間等に対応可能な体制の構築

	30
	· 地域の医療機関等との連携により、休日夜間等を含めて、すべての利用者について、急変時に即座に対応が可能な体制が構築されている
	
	〇
	
	
	





	
	
	［具体的な状況・取組内容］
休日、夜間等含めて急変時の対応マニュアルの整備がされている。介護、看護のオンコール体制が整っている。
	

	（２） 多職種との連携体制の構築

	① 運営推進会議等における、利用者のために必要となる包括的なサポートについての、多職種による検討

	31
	· 運営推進会議等において、利用者のために必要と考えられる包括的なサポートについて、民生委員・地域包括支援センター・市区町村職員等への情報提供や提案が行われている
	
	〇
	
	　　　
	







	
	
	［具体的な状況・取組内容］
運営推進会議にて民生委員や地域包括支援センターの職員等と意見交換や情報提供など実施しているが、参加したことのない職員が多い。


	

	３．誰でも安心して暮らせるまちづくりへの参画

	（１） 地域への積極的な情報発信及び提案

	① サービスの概要及び効果等の、地域に向けた積極的な情報の発信
	

	32
	· 運営推進会議の記録について、誰でも見ることができるような方法での情報発信が、迅速に行われている


	
	〇
	
	
	





	
	
	［具体的な状況・取組内容］
共有スペースに会議録を綴ったファイルがあるが、目を通す職員が少ない。
	

	33
	· サービスの概要や地域において果たす役割等について、正しい理解を広めるため、地域住民向けの積極的な啓発活動が行われている
	
	〇
	
	
	

	
	
	［具体的な状況・取組内容］
地域ケア会議や在宅連携会議等で看多機の説明や役割等の理解を広める活動を行っている。



	

	（２） 医療ニーズの高い利用者の在宅での療養生活を支える、地域拠点としての機能の発揮

	① 看護小規模多機能型居宅介護事業所の登録者以外を含む、地域への訪問看護の積極的な提供

	34
	· 看護小規模多機能型居宅介護事業所の登録者以外を対象とした訪問看護を積極的に実施している
	
	
	
	〇
	




	
	
	［具体的な状況・取組内容］
指定を受けたが、今のところ登録者以外の受け入れがない。



	

	3  医療ニーズの高い要介護者の積極的な受け入れ

	35

	· 「たん吸引」を必要とする要介護者を受け入れることができる体制が整っており、積極的に受け入れている
	
	〇
	
	
	

	
	
	［具体的な状況・取組内容］
日中は看護師が確保できているので定期的に吸引を行うことができ利用を受け入れている。また、介護職員もたん吸引の研修等を行い、受け入れ体制の強化を図っている。


	

	36
	· 「人工呼吸器」を必要とする要介護者を受け入れることができる体制が整っており、積極的に受け入れている

	
	
	
	〇
	






	
	
	［具体的な状況・取組内容］
受け入れてはいるが積極的に受け入れているとは言えない状況。


	

	37
	· 「看取り支援」を必要とする要介護者を受け入れることができる体制が整っており、積極的に受け入れている
	
	
	
	〇
	





	
	
	［具体的な状況・取組内容］
受け入れてはいるが積極的に受け入れているとは言えない状況。

	

	（３） 地域包括ケアシステムの構築に向けての、まちづくりへの参画

	① 行政の地域包括ケアシステム構築に係る方針や計画の理解

	38
	· 管理者および職員が、行政が介護保険事業計画等で掲げている、地域包括ケアシステムの構築方針や計画の内容等について理解している
	
	
	〇
	
	

	
	
	［具体的な状況・取組内容］
地域包括ケアシステムの理解が十分とは言えず、今後の課題として内部研修等で理解を深めていきたい。



	

	② サービス提供における、（特定の建物等に限定しない）地域への展開

	39
	· サービスの提供エリアについて、特定の集合住宅等に限定せず、地域に対して積極的にサービスを提供している
	〇
	
	
	
	

	
	
	［具体的な状況・取組内容］
特定の集合住宅等に限定せずに様々な地域に対してもサービスを提供している。



	

	③ 安心して暮らせるまちづくりに向けた、関係者等への積極的な課題提起、改善策の検討等

	40
	· 介護・看護の観点から、地域の関係者に対し、必要に応じて課題提起や改善策の提案等が行われている
	
	
	〇
	
	





	
	
	［具体的な状況・取組内容］
地域の関係者に対しての問題提起や改善策等の提案はあまり出来ていない。

	

	41
	· 家族等や近隣住民などに対し、その介護力の引き出しや向上のための具体的な取組等が行われている
	
	〇
	
	
	


	
	· 
	［具体的な状況・取組内容］
訪問看護や訪問介護の際に家族へ介護指導を行い、介護力向上の一助となるよう努めている。
	



	番号
	評価項目
	事業所自己評価
	運営推進会議における
意見等

	Ⅲ　結果評価

	① 計画目標の達成

	42
	· サービスの導入により、利用者ごとの計画目標が達成されている
	２．利用者の２/３くらいについて、達成されている
	




	
	
	［具体的な状況・取組内容］
居宅サービス計画書の長期目標、短期目標に沿って施設、訪問看護の計画を立案している。お客様の意向をうかがい、課題分析し立案しており、大多数のお客様の目標が達成できている

	

	② 在宅での療養生活の継続に対する安心感

	43
	· サービスの導入により、利用者およびその家族等において、医療が必要な状況下においての在宅での療養生活の継続に対し、安心感が得られている

	２．利用者の２/３くらいについて、達成されている
	




	
	
	［具体的な状況・取組内容］
病院からの退院後、再入院される頻度が少なく、在宅生活を継続するための支援（訪問・相談・療養上の指導）を行っている。
24時間の緊急対応可能。
	

	44
	· サービスの導入により、在宅での看取りを希望する利用者およびその家族等において、在宅での看取りに対する安心感が得られている
	５．看取りの希望者はいない
	





	
	
	［具体的な状況・取組内容］
該当者がいない。
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